



















































































































































































































































































































































































































KOKUSHIKAN UNIVERSITY BUTOKU-KIYOO (NO.31)
⑨	指導者としての心得（支援のあり方）
A	出来ない事に幻滅しない。
	 ・	障害も個性と同じく体型にあった動きしかできないため制限がある。
B	出来ない事に感情的にならない。
	 ・	指導中に健常者と同じ感情で接することは禁物である。
C	気長に実践していくこと。
	 ・	出来ることより、出来ないところの方が多いことを理解する。
D	焦りは禁物。
	 ・	目標は長い月日の先にしておく。
E	健常者の3倍時間がかかる。
	 ・	短時間で出来ない事を理解し、スロー行動を何度も実践する。
F	褒めることを忘れない。
	 ・	練習中は一回だけ褒める。褒めすぎると悪い癖が身についてしまう。
G	大きな動作には、細かい動きが隠れている。
	 ・	回旋運動など大きな動きを行うことで、身体の先の補助動きとなる。
H	基本動作には、無理にこだわらない。
	 ・	動きに制限があるため正確な基本が出来ない。動きを追いかけていく内に身に
ついてくる。
I	 出来ない事をするのではなく、できる事をさがす。
	 ・	出来ない事を何回も繰り返すとストレスになり、他の動作にも悪影響を及ぼす。
J	 同じリズムで指導する。
	 ・	練習はゆっくりした時間で、ゆっくり進め声で強弱を付ける。
K	突然の変化を求めない。
	 ・	いつもの動作の中から自然に出てくる動作をさせることが動作獲得の達成する
時間短縮になる。
L	勇気を持って、途中で練習を止めることができる。
	 ・	何度かさせて、出来なければ途中で止める勇気を持つことが必要である。
M	進度はゆっくり進めること。
	 ・	個々で体内リズムがあるが、ゆっくり進めることで一緒に出来る思いをさせる。
N	諦めない。
	 ・	障害に対して出来ないばかりに目を向けず、ある程度低い技能の獲得を目指すこ
とが必要である。
O	指導ポイントは、数多く持って行う。
	 ・	出来ないポイントを指摘して出来るまで行うことはしない方が良い。出来てい
る部分で次々させることが上達の条件である。
以上
